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７
月

定
例

議
会

最
終

日
の

本
会

議
終

了

後
、

全
員

協
議

会
が

開
か

れ
、

中
国

電
力

か
ら

米
子

市
に

報
告

が
あ

っ
た

島
根

原
子

力
発

電
所

３
号

機
の

新
規

稼
働

に
向

け
た

「
新

規
制

基
準

適
合

性
審

査
申

請
」

に
つ

い
て

、
「

申
請

手
続

き
を

認
め

る
」

と
し

た
伊

木
市

長
の

回
答

方
針

が
示

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
付

帯
意

見
と

し
て

①
立

地
自

治
体

と
同

等
の

扱
い

、
②

審
査

状
況

等
、

住
民

へ
の

丁
寧

な
説

明
、

③
地

震
・

津
波

・
火

山
へ

の
対

応
、

④
複

数
プ

ラ
ン

ト
の

同
時

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
、

⑤
使

用
済

燃
料

対
策

、
⑥

万
全

な
原

子
力

安
全

対
策

ー
の

６
項

目
を

あ
げ

ま
し

た
。

 

 
議

員
か

ら
は

、
▽

市
民

の
理

解
が

得
ら

れ
た

状
況

で
は

な
い

、
▽

「
事

前
了

解
」

権
を

含
め

た
立

地
市

と
同

等
の

「
安

全
協

定
」

を
ま

ず
締

結
す

べ
き

、
▽

使
用

済
み

核
燃

料
対

策
が

定
ま

ら
な

い
稼

働
は

認
め

る
べ

き
で

な
い

ー
な

ど
の

容
認

姿
勢

を
た

だ
す

意
見

が
続

出
し

ま
し

た
。

 

 
そ

の
日

の
夕

方
、

鳥
取

県
知

事
、

米

子
、

境
港

両
市

長
に

よ
る

テ
レ

ビ
会

議
が

お
こ

な
わ

れ
、

両
市

長
か

ら
容

認
の

意
向

が
知

事
に

伝
え

ら
れ

、
翌

日
の

県
議

会
全

協
で

平
井

知
事

は
容

認
の

態
度

を
明

ら
か

に
し

ま
し

た
。

 

 
原

発
は

い
っ

た
ん

過
酷

事
故

が
起

こ
れ

ば
、

現
在

の
技

術
で

は
制

御
す

る
術

が
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

稼
働

す
れ

ば
生

み
出

さ
れ

る
核

の
ゴ

ミ
を

廃
棄

す
る

方
策

も

持
っ

て
い

ま
せ

ん
。

 

 
３

号
機

稼
働

の
必

要
性

す
ら

十
分

な
説

明

の
な

い
ま

ま
で

の
稼

働
は

あ
り

得
ま

せ
ん

。

今
後

も
粘

り
強

く
原

発
稼

働
を

許
さ

な
い

た

た
か

い
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

 

審査申請は新規稼働への第一歩 

委員会名 委員長 副委員長 委員 

議会運営委員会 田村 謙介 前原 茂 
・岡田 啓介・尾沢 三夫・国頭 靖・西川 章三 

・伊藤 ひろえ・岡村 英治 

総務文教委員会 岡田 啓介 矢田貝 香織 
・稲田 清・田村 謙介・三鴨  秀文・国頭 靖 

・安田 篤・安達 卓是・岡村 英治 

市民福祉委員会 西川 章三 伊藤 ひろえ 
・奥岩 浩基・尾沢 三夫・戸田 隆次・土光 均 

・前原 茂・又野 史朗 

都市経済委員会 門脇 一男 石橋 佳枝 
・岩﨑  康朗・渡辺 穣爾・矢倉  強・山川 智帆 

・今城 雅子・中田 利幸・遠藤  通 

 石橋佳枝議員 

都市経済委員会副委

員長 

 

℡ ２８－７５９８ 

ブログ http://

jcpy.sakura.ne.jp/i/ 

 岡村英治議員 

議会運営委員会委員 

総務文教委員会委員 

 

℡ ２９－３４７５ 

ブログ http://

jcpy.sakura.ne.jp/o/ 

 又野史朗議員 

市民福祉委員会委員 

 

℡ ２７－０７７６ 

ブログ http://

yonago.jpn.org/s/ 

●
地

域
の

身
近

な
要

望
が

出
さ

れ
、

産
廃

処
分

場

問
題

で
は

造
ら

せ
な

い
た

め
の

学
習

と
毎

議
会

で

の
傍

聴
が

大
切

と
思

い
ま

し
た

。
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

西
田

美
津

子
（
上

後
藤

）
 

 ●
介

護
保

険
や

国
保

、
低

所
得

や
社

会
的

弱
者

救

済
の

質
問

と
追

及
に

共
感

の
薄

い
議

会
を

見
て

、

無
関
心

で
は
ダ
メ

だ
と

強
く

感
じ

ま
し

た
。
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

蔵
原

眞
弓

（
祇

園
町

）
 

 ●
又
野

さ
ん

の
朝
宣

伝
の

お
伴

を
し

、
見

事
当
選

さ
れ

、
初

め

て
の

議
場

で
の

質
問

を
聞

き
感

動
し

ま
し

た
。
益

々
の

活
躍

を

期
待

し
て

い
ま

す
。

 

山
根

一
典

（
淀

江
町

）
 

 写
真

＝
米

子
市

Ｈ
Ｐ

よ
り

 

米子市は、市役所本庁舎や第２庁舎（旧研修

センター）、旧庁舎新館（山陰歴史館裏）など

の庁舎再編ビジョンの策定に取りかかります。 

これにより庁舎の老朽化への対応、借地料

の低減などに取り組むとしています。 

 現在、外郭団体などが入っている旧庁舎は

廃止を検討、教育委員会事務局や経済部など

が入っている第２庁舎は廃止を含めたあり方

を検討、福祉保健総合センター「ふれあいの

里」は施設機能の見直し、本庁舎は借地料の

さらなる低減と借地の取得に向けた地権者と

の交渉ーなどを基本としています。 

 老朽化対策などは必要ですが、施設の廃止

や再編によって住民サービスや利便性が低下

することは許されません。策定に向けた検

討作業に、市民の声を直接反映させること

が重要です。 

写真＝廃止を含めたあり方が検討される第２庁舎 

市役所庁舎再編ビジョン 

※特別委員会 ◆基地問題等調査特別委員会 ◆原子力発電・エネルギー問題等調査特別委員会 

７
月
議
会
を
傍
聴
し
て
 

米子市議会の委員会 

※上記の他、予算決算委員会、広報広聴委員会 

この報告は、市議会政務活動費で発行して

います。 
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   ○賛成  ×反対 ①  ②  ③  ④ ⑤ 

日本共産党 

石橋 佳枝 × ○ ○ ○ ○ 

岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ 

又野 史朗 × ○ ○ ○ ○ 

政英会   

稲田 清  ○ × × ○ × 

岩﨑 康朗 ○ × × ○ × 

岡田 啓介 ○ × × ○ × 

奥岩 浩基 ○ × × ○ × 

尾沢 三夫 ○ × × ○ × 

門脇 一男 ○ × × ○ × 

田村 謙介 ○ × × ○ × 

戸田 隆次 ○ × × ○ × 

三鴨 秀文 ○ × × ○ × 

渡辺 穣爾 

よなご・未来 

国頭 靖 ○ ○ ○ ○ ○ 

土光 均 × ○ ○ ○ ○ 

西川 章三 ○ ○ ○ ○ × 

矢倉 強  ○ ○ ○ ○ ○ 

山川 智帆 ○ ○ ○ ○ ○ 

公明党 

今城 雅子 ○ × × ○ × 

前原 茂 ○ × × ○ × 

安田 篤  ○ × × ○ × 

矢田貝 香織  ○ × × ○ × 

信風 

安達 卓是 ○ ○ × ○ ○ 

伊藤 ひろえ ○ ○ × ○ ○ 

中田 利幸 ○ × × ○ ○ 

一院クラブ 遠藤 通 × × × × × 

議長  

① 議案第70号 ２０２５年国際博覧会の誘致に関する決

議について 

② 陳情第４号 中国電力に対して、島根原子力発電所

３号機の新規制基準適合性審査に関する市民説明

会開催を求めることについて 

③ 陳情第１０号 実効性ある「避難計画」を策定するま

で、島根原子力発電所３号機の新規制基準適合性

審査申請を行わないよう中国電力に求めることにつ

いて 

④ 陳情第１１号 米子市議会委員会のネット中継につい

て（陳情） 

⑤ 陳情第１２号 地方財政の充実・強化を求める陳情 

議案・陳情に対する議員の態度 一 般 質 問 

陳情・決議に対する日本共産党市議団の考え 
 

① 【議案第70号】 大阪府の構想は国際博覧会

一本ではない、カジノ誘致とセットです。

また、南海トラフ大地震が起きれば、万博

会場となる夢洲は液状化し、津波に飲み込

まれる恐れがある危険な場所です。そんな

場所に来場予定者数３０００万人を集めよ

うとするのは無謀です。 

② 【陳情第４号】 中国電力は３号機の新規稼働

に向けた適合性審査申請について、市民へ

の説明会を７月２０日に1回開いただけで

す。市民の不安や疑問に答えようという態

度は見られません。市民の安心・安全を確

保するためにも、十分な説明機会の場を設

けるべきです。 
③ 【陳情第１０号】 原発が過酷事故を起こせ

ば、３０㎞圏内にとどまらない広範囲に被

害が拡散することは福島第一原発事故を見

ても明らかです。「５㎞圏内は避難、３

０㎞圏内は屋内退避」といった現実離れし

た避難計画は見直し、実効性ある計画にす

べきです。 
④ 【陳情第１１号】 本会議はすでにネット中継さ

れていますが、議案や陳情について本格的

な論戦が戦わされる委員会審議は、議会事

務局で会議録を閲覧することしかできませ

ん。ネット中継、ネットでの会議録閲覧を

実現して、より開かれた議会にしていくべ

きです。 
⑤ 【陳情第12号】 アメリカ言いなり、財界・大

企業優先政治を改め、保育料を無料に、学

校給食費の無償化、すべての教室にエアコ

ン設置を、防災・災害対策の充実を―こう

した住民の切実な要求をかなえるために

も、地方財政の充実・強化を国に求めてい

くべきです。 

る
た

め
に
、
国

が
水

源
保

全
に
つ
い
て
一

層
の
規

制
強

化
を

図
る
こ
と
が
必
要
。
 

岡
村

 
処

分
場

か
ら

漏
れ

出
た

汚
染

水
が
、
水

源
地

に
与

え

る
懸

念
が
あ
る
。
 

水
道
局
長
 

県
廃
棄

物
審
議

会
の
意
見
を

聴
く
な

ど
施

設
の

安
全

性
に
つ
い
て
十

分
な

確
認

を
し

て
い
た

だ
く

よ
う
、県

知
事

に
要

請
し
て
い
る
。
 

  
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
保
 

 岡
村

 
大

阪
北

部
地

震
で
倒

れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀

で
女

子
児

童
が

亡
く

な
っ
た

。
通

学
路

の
ブ

ロ
ッ
ク
塀

の
安

全
点

検
状

況
は

？
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

 
高
さ
２
･
２
ｍ
を

超
え

る
も

の
が
４

４
カ
所
、
ひ
び
割
れ
な

ど
で
危
険

な
も
の
が
１
３
９
カ
所

。
 

岡
村

 
大

阪
・堺

市
は

通
学

路
に
面

し
た

民
間

の
危

険
な

ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
な

ど
に
補
助

を
し
て
い
る
。
米

子
市

も
撤

去

す
る
際
の
補

助
制
度
の
検

討
を
。
 

  
学
校
給
食
の
無
償
化
を
 

  
学

校
給

食
は

す
べ
て
の
子

ど
も

を
対

象
に

し
た

セ
ー

フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト
。
子

育
て
支

援
、食

育
の
推

進
と

い
う

立
場

か
ら

全
国

的
に
給

食
費
無

償
化
の
流
れ
が
加

速
し
て
い
ま
す

。
 

岡
村

 
給

食
費

を
無

償
化

し
た

場
合
、
市
の
新

た
な

財
政

負

担
は
？
 

境
港
市

の
よ

う
に
第
３
子
以

降
無

償
と

し
た
場

合

は
？
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長

 
完

全
無

償
化

し
た

場
合

約
５
億

４

千
万

円
。
第
３
子
以
降

だ
と

３
１
０
０
万
円

。
 

岡
村

 
無

償
化

を
国

に
求

め
つ
つ
、
市

独
自

に
境

港
の
よ

う

な
第

３
子

以
降
無

償
化
に
踏

み
出
す
べ
き

。
 

 
３

議
席

に
躍

進
し

た
日

本
共

産
党

米
子

市
議

団
。

産
廃

処
分

場
い

ら
な

い
、
払

え
る

国
保

料

に
、

学
校

給
食
費

無
償

化
ー
な

ど
、
公
約

実
現

に

向
け

て
一

般
質

問
に

臨
み

ま
し

た
。
石

橋
、
又

野
、

岡
村

議
員
の
質
問

内
容
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
 

  
淀
江
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
 

 
 
 
 建

設
計
画
の
中
止
を
求
め
て
 

 又
野

 
産

廃
処

分
場

は
米

子
の
自

然

環
境
、
市
民
の
生
活
環

境
に
影

響
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
米

子
市

独
自

で
の
調

査
を

す
べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
が
、市

長

は
ど

う
考
え
る
か
。
 

市
長

 
廃

棄
物
処

理
法

に
よ

り
、生

活
環
境

影
響

調
査

は
事

業
者

が
行

い
、
県

が
審

査
す

る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
米

子
市
は
確
認
す
る
。
 

又
野

 
事

業
主

体
が

す
る

調
査
・研

究
で
は
、
そ
の
事

業
に
反

対
す

る
結

果
が

出
て
く

る
こ
と

は
考

え
に
く

い
。
米

子
市

民

の
不

安
を

解
消

す
る

た
め

に
は
、
産

廃
処

分
場

が
安
全

だ
と

い
う
専

門
家

と
、い

や
安
全

で
な

い
と

い
う

専
門

家
、両

方
の

意
見
を

聞
い
て
、検

討
す

る
こ
と

が
必
要

で
あ

る
。
そ
の
た
め

に
も
、
米

子
市

独
自

で
の
調

査
・研

究
を

す
る

こ
と

を
強

く
要

望
す
る
 

  
ご
み
袋
代
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
 

 又
野

 
ご

み
袋

代
に
つ
い
て
、
平

成
１
８
年

に
、
議

案
提

案
さ

れ
、
６
０
円
と

な
っ
た
。
６
０
円

は
、
当

時
の
経

費
全

体
の
何
％

か
。
ま
た
、
現
在

何
％
を
ご

み
袋

代
で
負

担
し
て
い
る
の
か
。
 

市
民
福
祉
部
長

 
当

時
、
６
０
円

の
割

合
は

３
７
・５

％
で
あ

る
。
現

在
の
負

担
割

合
は

試
算

し
て
い
な

い
が
、今

後
、消

費

税
の
改
訂

等
に
よ

り
審

議
会

に
額

に
つ
い
て
諮

問
す

る
可

能

性
も
あ

る
。
そ
の
際

は
試

算
し
た
い
 

又
野

 
ご

み
排

出
量

は
、
有
料

化
開
始

時
よ

り
減

っ
て
い
る

と
米

子
市

も
認

め
て
い
る
。
市

民
に
負

担
を

求
め

た
の
で
あ

れ
ば
、
米
子
市

も
経

費
削
減

に
努

め
て
い
る

は
ず

で
あ

る
。
で

な
け
れ
ば
市
民

の
不
満

は
お

さ
ま

ら
な

い
。
ご
み

の
排

出
量
、

処
理

経
費

等
の
推
移

を
確

認
し
、
ご
み

袋
代

の
引

き
下
げ
を

実
現
す
る
よ

う
要
望
す

る
 

 そ
の
他

の
質

問
項
目

 
〇
農

業
支

援
に
つ
い
て
 
○
通

学
路

の
防
犯
灯

、
街
路
灯

に
つ
い
て
 

又野史朗 

議員 

 
産
廃
処
分
場
 

 
 
福
井
水
源
地
へ
の
影
響
心
配
 

 岡
村
 
日
本
水
道
協
会
が
「
水
道
水
源

地
域

に
お

い
て
、
産

業
廃

棄
物

処
分

場
等

の
新

設
許

可
を

し

な
い
」
こ
と

を
国

に
求
め

て
い
る
。
 

水
道
局
長

 
安

全
で
良
質

な
水
道

水
を

安
定

的
に
供

給
す

岡村英治 

議員 

  
払
え
る
国
民
健
康
保
険
料
に
 

   

  
○
保
険
料
の
１
世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
を
 

石
橋

 
国

民
健

康
保
険

料
の

負
担

が
重

い
と
い

う
市

民
か

ら
の

訴
え

が
多

く
あ

る
。
国

保
は

低
所

得
や

無
職

の
人

が

そ
の

構
成

の
過

半
数

で
あ

り
、
国

庫
負

担
を

減
ら

し
て

加

入
者

の
負

担
が

増
え

た
。
今

の
米

子
の

保
険

料
は

「
払

え

る
保

険
料

」
で

あ
る
と
考
え

る
の
か
。
 

市
民
生
活
部
長

 
低
所

得
者

に
は
法

定
軽
減

と
申

請
減

免

が
あ

る
。
 

石
橋

 
払

い
た

く
て

も
払

え
な
い

の
が

現
実
。
国

に
国

庫

負
担

の
引

き
上

げ
を
求
め
ら

れ
た
い
。
 

市
民
生
活
部
長

 
国
の

責
任

と
負

担
に

お
い

て
、

実
効

あ

る
措

置
を

講
じ

る
よ
う

全
国

市
長
会

を
通
じ

て
国

に
要

望

し
て

い
る

。
 

石
橋

 
国

の
施

策
を

待
た

ず
に
、
米

子
市

の
一

般
財

源
か

ら
の

繰
り

入
れ

で
、
１
世
帯

１
万
円
の
引
き
下
げ

を
。
 

市
民
生
活
部
長

 
他
の

保
険

に
加
入

し
て
い

る
方

の
税

金

で
国

民
健

康
保

険
を

賄
う

こ
と

に
な

り
、
慎

重
な

対
応

が

必
要

。
 

 
○
資
格
証
・
保
険
証
の
留
め
置
き
を
や
め
て
 

石
橋
 

資
格

証
や

短
期

証
に

な
る

の
は

悪
徳

な
滞

納
者

ば

か
り

な
の

か
。
保

険
証

が
な

い
、
医

療
費

払
え

な
い

と
受

診
が

遅
れ

死
に

至
っ

た
手

遅
れ

死
が
、
昨

年
度

は
県

内
で

３
件
。

資
格

証
、
短

期
証

の
留

め
置

き
や

め
て

い
の

ち
・

健
康
を

守
っ
て
。
 

市
民
生
活
部
長
 

負
担
と
給
付
の
公
平
を
期
す
る
た
め
、
納

付
の
相
談
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
呼
び
出
し
必
要
。
 

石
橋

 
保

険
料
・
医

療
費

の
負

担
を

軽
く

し
て

早
期

治
療

す
れ

ば
医

療
費

の
削

減
に

つ
な

が
る
。
市

民
の

健
康

を
ま

も
る
立

場
に
立
つ
こ
と
を

求
め
る
。
 

 他
の
質
問
項
目
 
〇
「
介
護
保
険
の
改
善
を
求
め

て
」
 

〇
「
ヌ
カ
カ
の
対
策
を
求
め

て
」
 
〇
「
原
発
は
ゼ
ロ
に
」
 

石橋佳枝 

議員 


